
平
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二
十
一
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十
二
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二
日
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問
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八

号

経
済
産
業
省
要
求
予
算
の
う
ち
、
事
業
仕
分
け
対
象
と
な
っ
た
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

高

市

早
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経
済
産
業
省
要
求
予
算
の
う
ち
、
事
業
仕
分
け
対
象
と
な
っ
た
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

経
済
産
業
大
臣
は
、
衆
議
院
経
済
産
業
委
員
会
で
の
「
第
百
七
十
三
回
国
会
に
お
け
る
�
嶋
経
済
産
業
大
臣
挨
拶
」
の
中

で
、
「
来
年
度
概
算
要
求
の
見
直
し
な
ど
、
副
大
臣
、
政
務
官
と
と
も
に
、
政
務
三
役
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
、
税
制
改
正
や
来
年
度
予
算
編
成
な
ど
に
お
い
て
も
、
国
民
目
線
に
立
っ
て
、
無
駄
や
非
効
率
を
排
除
す
る

と
と
も
に
、
我
が
国
の
経
済
社
会
の
将
来
の
発
展
に
向
け
た
施
策
を
重
点
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
し
て
、
平
成
二
十

二
年
度
予
算
概
算
要
求
、
税
制
改
正
、
予
算
編
成
に
つ
い
て
、
政
務
三
役
が
経
済
産
業
省
内
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て

お
ら
れ
る
旨
を
表
明
さ
れ
て
い
る
。

予
算
要
求
な
ど
「
経
済
産
業
省
が
表
明
す
る
意
思
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
思
決
定
過
程
に
お
い
て
は
政
務
三
役
が
「
権

限
」
を
持
つ
と
同
時
に
、
外
部
へ
の
「
説
明
責
任
」
も
負
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
理
解
し
て
い
る
。

右
の
点
を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

平
成
二
十
二
年
度
予
算
概
算
要
求
に
あ
た
っ
て
経
済
産
業
省
が
要
求
し
た
予
算
の
う
ち
、
行
政
刷
新
会
議
に
よ
る
事
業
仕

分
け
の
対
象
と
な
っ
た
事
業
に
つ
き
、
事
業
名
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
項
目
に
つ
い
て
、
回
答
さ
れ
た
い
。

�

当
該
事
業
の
事
業
仕
分
け
の
評
決
結
果

一



�

当
該
事
業
の
評
決
結
果
に
つ
い
て
、
「
評
価
者
」
（
仕
分
け
人
）
が
そ
の
評
決
結
果
に
い
た
っ
た
主
な
理
由
・
意
見

�

当
該
事
業
に
関
す
る
事
業
仕
分
け
当
日
、
「
説
明
者
」
と
な
っ
て
い
た
国
家
公
務
員
の
所
属
部
署
名
と
官
職
名

�

当
該
事
業
の
「
必
要
性
」
に
つ
い
て
、
事
業
仕
分
け
当
日
に
「
説
明
者
」
が
行
っ
た
説
明
の
概
要

�

当
該
事
業
に
関
す
る
事
業
仕
分
け
当
日
、
「
評
価
者
」
（
仕
分
け
人
）
と
な
っ
て
い
た
副
大
臣
、
も
し
く
は
政
務
官
の

名
前

�

当
該
事
業
に
関
し
て
、
事
業
仕
分
け
当
日
に
「
評
価
者
」
（
仕
分
け
人
）
と
な
っ
て
い
た
副
大
臣
、
も
し
く
は
政
務
官

の
発
言
内
容

�

概
算
要
求
時
点
で
、
当
該
事
業
に
つ
い
て
、
大
臣
が
「
予
算
要
求
を
す
る
べ
き
必
要
な
事
業
だ
」
と
判
断
し
た
理
由

�

概
算
要
求
時
点
で
、
当
該
事
業
に
つ
い
て
、
大
臣
が
「
要
求
し
た
規
模
の
予
算
額
が
必
要
だ
」
と
判
断
し
た
理
由

二

平
成
二
十
二
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
の
対
応
方
針
に
つ
い
て

	

経
済
産
業
大
臣
は
、
行
政
刷
新
会
議
に
よ
る
事
業
仕
分
け
の
評
決
結
果
は
、
平
成
二
十
二
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
、

最
大
限
、
尊
重
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
か
。
そ
の
理
由
は
何
か
。

�

経
済
産
業
大
臣
に
は
、
事
業
仕
分
け
の
評
決
結
果
に
つ
い
て
、
納
得
が
い
か
な
い
部
分
が
あ
る
か
。
あ
る
と
し
た
ら
、

二



そ
の
事
業
名
は
具
体
的
に
何
か
。
ど
の
よ
う
に
納
得
で
き
な
い
の
か
。

�

前
問
に
関
し
て
、
仮
に
、
経
済
産
業
大
臣
が
事
業
仕
分
け
の
評
決
結
果
に
つ
い
て
全
て
納
得
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、

概
算
要
求
時
点
で
の
自
ら
の
判
断
が
誤
っ
て
い
た
と
思
う
か
。
つ
ま
り
、
「
無
駄
な
予
算
を
要
求
し
て
し
ま
っ
た
」
こ
と

を
認
め
る
の
か
。

�

事
業
仕
分
け
で
「
予
算
計
上
の
見
送
り
」
「
予
算
要
求
の
縮
減
」
「
見
直
し
を
行
う
」
な
ど
と
評
決
さ
れ
た
事
業
の
う

ち
、
予
算
編
成
に
向
け
て
、
経
済
産
業
省
が
要
求
通
り
の
予
算
獲
得
を
目
指
し
て
、
行
政
刷
新
会
議
や
財
務
省
等
と
交
渉

を
行
お
う
と
考
え
て
い
る
も
の
は
あ
る
か
。
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
の
事
業
名
は
何
か
。

�

前
問
に
関
し
て
、
仮
に
予
算
復
活
の
交
渉
を
行
う
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
誰
を
交
渉
相
手
と
す
る
の
か
。

�

問
�
に
関
し
て
、
仮
に
予
算
復
活
の
交
渉
を
行
う
と
し
た
ら
、
経
済
産
業
省
側
の
交
渉
者
は
大
臣
な
の
か
。
も
し
も
、

概
算
要
求
の
責
任
者
で
あ
る
大
臣
が
交
渉
者
に
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

右
質
問
す
る
。

三


